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※
所
得
審
査
対
象
者
の
所
得
状
況

に
よ
り
、
全
額
免
除
ま
た
は
一

部
免
除
と
承
認
さ
れ
ま
す
。

※
一
部
免
除
と
承
認
さ
れ
た
場
合

は
、
区
分
に
応
じ
た
保
険
料
を

納
付
し
な
け
れ
ば
免
除
期
間
に

な
り
ま
せ
ん
。

※
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
に
反
映

さ
れ
る
割
合
は
、「
国
民
年
金
法

　

国
民
年
金
に
は
、
20
歳
か
ら
60

歳
ま
で
の
40
年
間
加
入
し
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
失
業
や
前
年
所
得
が

少
な
い
な
ど
で
、
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
と
き
に
は
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
免
除
さ
れ
る「
申

請
免
除
制
度
」や
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
猶
予
さ
れ
る「
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
」が
利
用
で
き

ま
す
。
免
除
や
猶
予
の
承
認
を
受

け
た
期
間
は
、
将
来
の
老
齢
基
礎

年
金
や
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基

礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入

さ
れ
ま
す
。
保
険
料
が
未
納
の
状

態
で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
な
ど

不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障

害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、

申
請
免
除
、
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

※
た
だ
し
、
免
除
や
猶
予
を
受
け

た
期
間
、
区
分
に
応
じ
て
、
将

来
受
給
す
る
老
齢
基
礎
年
金
額

は
減
額
さ
れ
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
、対
象

者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
、委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
7
月
14
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
7
月
2
日（
月
）・
9
日（
月
）・
17
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（
火
）・
23
日（
月
）・
30
日（
月
）は
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7
時
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☎
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5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」が

国
会
で
成
立
し
た
場
合
の
割
合

に
な
り
ま
す
。

▽
対
象
者　

本
人
・
配
偶
者
・
世

帯
主
の
全
員（
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
の
場
合
は
、
30
歳
未
満

の
本
人
と
配
偶
者
）で
、
次
の

い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る

方
・
前
年
所
得
が
少
な
い（
左
表
参

照
）

・
平
成
23
年
4
月
以
降
に
失
業
・

倒
産
・
事
業
の
廃
止
が
あ
っ
た

・
障
害
者
ま
た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
、

前
年
所
得
が
1
2
5
万
円
以
下

・
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

以
外
の
扶
助
を
受
け
て
い
る

・
特
別
障
害
給
付
金
を
受
け
て
い

る
▽
申
請
に
必
要
な
も
の

・
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の

（
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
な
ど
）

・
印
鑑

・
失
業
の
場
合
は
、「
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
」ま
た
は「
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
離
職
票
」の
写

し
な
ど

・
廃
業
の
場
合
は
、「
廃
業
証
明

書
」、「
離
職
者
支
援
資
金
貸
付

決
定
通
知
書
」の
写
し
な
ど

・
平
成
24
年
1
月
2
日
以
降
に
他

の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
方
は
、

前
住
所
地
の「
平
成
24
年
度
所

得
課
税
証
明
書
」

▽
所
得
申
告　

免
除
の
判
定
は
所

得
で
審
査
さ
れ
ま
す
の
で
、
必

ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
承
認
期
間　

7
月
1
日
〜
平
成

25
年
6
月
30
日（
1
年
間
）

▽
追
納
制
度　

免
除
や
猶
予
の
承

認
を
受
け
た
期
間
は
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

付
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
3
年

度
目
以
降
か
ら
経
過
し
た
期
間

に
応
じ
て
加
算
額
が
当
時
の
保

険
料
に
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

平
成
24
年
度
国
民
年
金
保
険
料

免
除
・
猶
予
申
請
受
付
開
始

7月から

〈保険料免除・若年者納付猶予の違い〉

区分 申請できる
年齢

前年所得の
審査対象者

月額保険料
（承認期間中）

老齢基礎年金を
受給するとき

全額免除

20〜60歳
未満

　本人、
　配偶者、
　世帯主

0円２分の１納付の扱い

４分の３免除 3,750円８分の５納付の扱い

半額免除 7,490円４分の３納付の扱い

４分の１免除 11,240円８分の７納付の扱い

若年者納付猶予 20〜30歳
未満

本人、
配偶者 0円 反映は無し

〈免除区分ごとの対象となる
所得の目安表〉

区　分 単身
世帯

１人
扶養

３人
扶養

全額免除・若
年者納付猶予 57万円 92万円 162万円

４分の３免除 93万円 142万円 230万円

半額免除 141万円 195万円 282万円

４分の１免除 189万円 247万円 335万円
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極
夜
に
突
入
し
ま
し
た
。
次
に

太
陽
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

7
月
12
日
の
予
定
で
す
。
太
陽
が

恋
し
く
感
じ
ま
す
。
最
近
は
南
極

の
生
活
が
日
常
と
な
り
、
み
ん
な

で
企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
特
別
な

ひ
と
と
き
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
極
夜
期
、
冬
至（
6
月
21

日
）を
迎
え
る
南
極
で
は
、
各

基
地
で
M
W
F（
ミ
ッ
ド
ウ
ィ
ン

タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）が
行
わ

れ
ま
す
。
南
極
昭
和
基
地
で
は
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
第
53
次
越

冬
隊
は
、
6
月
19
日
か
ら
23
日

に
、
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
前

夜
祭
・
後
片
付
け
を
含
む
）を
開

催
す
る
こ

と
に
な
り

ま
し
た
。

開
催
に
当

た
り
10
人

の
隊
員
で

実
行
委
員

会
を
組
織

「
み
や
ぢ
」南
極
へ
行
く
⑥
Mエ

ム
ダ
ブ
リ
ュ
エ
フ

W
F

し
、
私
は
実
行
委
員
長
を
や
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
結

構
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
ま

す
。
内
容
は
次
号
で
報
告
し
ま
す
。

　

7
月
中
旬
、
私
の
出
身
校（
城

崎
小
学
校
）と
南
極
昭
和
基
地
と

を
衛
星
中
継
で
結
び
、
子
ど
も
た

ち
と
直
接
や
り
取
り
す
る
授
業
を

行
う
予
定
で
す
。
久
し
ぶ
り
に
見

覚
え
の
あ
る
顔
が
見
ら
れ
る
と
思

う
と
大
変
待
ち
遠
し
い
で
す
。

※
詳
細
は
、
ブ
ロ
グ「
植
村
直
己

冒
険
館
職
員
南
極
へ
行
く
」で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

http://blog.ap.teacup.

　
　

com
/boukenkan/

着
手
し
ま
し
た
。

—

製
造
方
法
は
？

　

草
な
ど
を
粉
砕
し
、
繊
維
を
細

か
く
し
た
後
で
、
水
を
混
ぜ
て
発

酵
分
解
を
促
進
し
ま
す
。

　

刈
草
の
量（
体
積
）は
、
1
年
後

に
3
〜
4
割
に
、
2
年
後
に
は
1

割
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
。

—

刈
草
に
は
雑
草
の
種
な
ど
が
混

ざ
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

発
酵
分
解
の
際
に
60
度
以
上
の

熱
が
発
生
す
る
の
で
、
雑
草
の
種

子
は
死
滅
し
ま
す
。
製
造
を
始
め

て
か
ら
2
年
経
ち
ま
し
た
が
、
雑

草
は
生
え
て
い
ま
せ
ん
。

—

き
っ
か
け
は
？

　

当
社
は
市
内
で
土
木
・
造
園
工

事
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。
主
に
道

路
や
河
川
の
工
事
を
行
っ
て
お
り
、

夏
期
に
は
道
路
沿
い
や
堤
防
の
草

刈
作
業
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

従
来
、
刈
り
取
っ
た
草（
刈
草
）

は
お
金
を
払
っ
て
処
分
し
て
い
ま

し
た
が
、
も
っ
た
い
な
い
で
す
し
、

処
分
費
用
も
掛
か
る
の
で
、
資
源

と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
22
年
度
に
、
豊

岡
市
技
術
革
新
等
支
援
補
助
金
の

交
付
を
受
け
て
設
備
を
導
入
し
、

草
や
枝
葉
に
よ
る
堆
肥
づ
く
り
に

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
」。
こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事

業
に
取
り
組
む
企
業
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。
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ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！
⑳

有
限
会
社
う
り
た
重
機
興
業

｜

草
や
枝
葉
に
よ
る
堆た
い
　
ひ肥
づ
く
り

｜

企業紹介

—

使
用
さ
れ
て
い
る
方
は
?

　

市
内
の
農
業
生
産
法
人
な
ど
に

使
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
使
用

者
か
ら
は
、
牛
ふ
ん
で
作
っ
た
堆

肥
と
同
等
の
効
果
が
あ
る
一
方
で
、

臭
い
が
な
い
か
ら
使
い
や
す
い
と

聞
い
て
い
ま
す
。

—

販
売
は
？

　

当
社
受
渡
し
な
ら
、
2
ト
ン
ト

ラ
ッ
ク
1
台
分
を
3
千
円
程
度
で

販
売
し
ま
す
。
少
量
の
販
売
、
当

社
に
よ
る
運
搬
も
可
能
で
す
。

—
環
境
へ
の
影
響
は
？

　

刈
草
が
利
用
で
き
れ
ば
、
大
雨

の
後
に
海
岸
に
た
く
さ
ん
の
草
が

打
ち
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
や
、
草
が

水
路
に
詰
ま
っ
て
水
が
あ
ふ
れ
る

こ
と
な
ど
が
な
く
な
り
ま
す
。

—

今
後
の
展
開
は
？

　

当
社
が
製
造
す
る
堆
肥
は
、
基

礎
的
な
肥
料
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
肥
料
に
他
の
資
材
を
加
え
、

用
途
に
合
わ
せ
た
肥
料
を
製
造
し

た
い
で
す
。

　

ま
た
、
原
材
料（
草
・
枝
葉
）を

も
っ
と
多
く
確
保
し
、
製
造
量
を

増
や
す
こ
と
で
多
様
な
販
売
先
を

開
拓
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
豊
岡
市
産
業
技
術
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ「
テ
ク
ナ
ビ
豊
岡
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://tech-navi.city.
toyooka.lg.jp/

▲宮下隊員の部屋

▲MWF実行委員会

▲堆肥を散布した畑

　

平
成
23
年
12
月
23
日
、「
み
や
ぢ
」こ
と
宮
下
泰
尚
隊
員（
豊
岡
市
職

員
）が「
第
53
次
南
極
地
域
観
測
隊
越
冬
隊
員
」と
し
て
南
極
昭
和
基

地
に
立
ち
ま
し
た
。
豊
岡
市
民
に
と
っ
て
、
豊
岡
に
い
な
が
ら
世
界

に
つ
な
が
る
と
い
う
新
し
い
夢
の
始
ま
り
で
す
。
世
界
に
飛
び
出
し

た
宮
下
隊
員
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。
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冒
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▲刈草の粉砕


